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Textversionpublisher
Kyoto University
京都大宇瀬戸蜴毎一美茨所振興会
　　　　水族館　月　報
　　　　　　　一弗6固（1957年度）委員会議題案
季融詞鮭予定日時1け57年5月！日午前ヲ時（於癌着実際析梼府会議室）
　　　　舗卜先立ち一揃9時より硫圭幸鰭にて蟻によるl／軸鍍を行ないノ
　　　　終欣第椅確鑓に領事細ことニ
イ療超払、新委員の紹介
2議事武走
3　1956弔蔓き塁理幸長告及ぴ嘩薫幸浸告・
4同上k対すb造孝の麟告
5　195アヰ痩予算宰一遷虫
　　　　　　！〃〃々　　イ金、，阿歳入見込　　　　　　〃！κ乏ぜ　　　　金　　　、　円歳蝸込
　　口　支念予想経費
　　　　　経常部・・一・……・・・・…一・・一・…・…・・・・・・…7644041円
　　　　　水族館緯費一……・一・・…一・・・・・・…一一一＿。526qo41円
　　　　　　　（内積立金・一…・・・・・・・…一……一一1，458，co岬
　　　　　実蕨所経詩…・、・・・…一一・・一・＿。一＿一ほ46ooo円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　’
　　　　　ナ岸畑館享至貴’一一．・・’一・……・……・・……・・…　838，ooσ円
　　　　　痛時評・・・………一・…一・・一・・・・・…一・・…・一，741，887円
6癌貯事業の説明
7諸繊鱗賞を辞炊桃よル敏めること
　　　　　　　　　　　　　　　　一（80）」
8施該改善積立金の使途浅走
　　剰菜蠣宿細鉾を柚境内に達薬し、残余金を翌年似細水族糖
　　　　　　燐資金として彼す。
　　苧2案悶験の一却と船桶場を達幻・合
　　等3案　　氷才実タ宮赦築を手官立金のある範囲内で工率の一｝青トを遂幻ていく
　9　定員の去曽カロ
　　イ癖灼・館に府頑1名増
　　口　水族館に律理幸袴則名櫓
10研・充鮮含規劾改訂
　　　研究奨学金を1人年額6万円よつ9万6千剛て二盾頼L（第4条）ノ
　　　採嗣峯件を幸麦矛口する
い縛肋館1舌動州切実決行孝
　　イ　アクアラングメ支桁吉講習。責
　　口水族館技術知た佃煽着実習
は明光ベス含杜成敗券対牟遅滞を殊譜寸る対案番謙
！3番片ム動植灼園と騎連帯券及・1一仰可及いに射る審議
14断当局〃1・複尤協会に対す碍望
　　　餓竹にモプ手ルル1・姉／更所施設維恢進、水道試
　　　の見通し
ぼ常務辱恥退任中米でと棚肺袴の推薦
一（δ1〕一
